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十
日
町
市
を
中
心
と
し
て
郡
内
の
三

町
村
を
含
む
十
日
町
圏
が
、
広
域
市
町

村
圏
の
指
定
を
受
け
る
た
め
、
正
式
に

立
侯
補
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
今
春
来
関
係
市
町
村

長
会
、
議
長
会
、
及
び
事
務
段
階
の
担

当
課
長
会
議
等
で
そ
れ
ぞ
れ
検
討
さ
れ

先
進
地
の
視
察
等
も
行
な
わ
れ
て
き
た

そ
の
結
果
、
県
の
長
期
構
想
に
示
さ
れ

た
郡
市
の
区
域
に
よ
り
早
急
に
指
定
を

受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達

し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
十

月
八
日
市
町
村
長
、
議
会
議
長
を
理
事
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指
定
め
ざ
し
て
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町
政
コ
ー
ナ
L

と
す
る
十
日
町
生
活
圏
協
議
会
を
結
成

し
、
こ
れ
を
母
体
と
し
て
運
動
を
進
め

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、
十
二
日
に

は
早
く
も
市
町
村
長
、
議
長
が
揃
っ
て

県
に
陳
情
を
行
な
う
と
い
う
意
欲
的
な

す
べ
り
出
し
を
見
せ
て
い
る
。

広
域
圏
の
経
過
と

　
　
　
　
そ
の
ね
ら
い

　
昨
年
度
か
ら
発
足
し
た
こ
の
制
度
の

下
に
現
在
全
国
で
百
二
十
八
の
広
域
圏

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
県
下
で
も
昨
年

度
は
柏
崎
と
三
条
・
燕
、
こ
と
し
に
は

い
っ
て
新
発
田
、
高
田
・
直
江
津
及
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
謙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢藷

　
糸
魚
川
と
合
計
五
圏
が
指
定
さ
れ
た
。

，
来
年
度
は
ぜ
ひ
と
も
十
日
町
圏
が
第
六

　
番
目
の
広
域
圏
と
し
て
指
定
を
受
け
た

　
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
と
し
立

　
候
補
し
て
選
に
も
れ
た
佐
渡
圏
も
あ
り

　
他
に
も
立
候
補
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

　
必
ず
し
も
楽
観
は
で
き
な
い
情
勢
で
あ

　
る
と
い
う
。

　
　
広
域
市
町
村
圏
の
制
度
を
必
要
と
し

　
か
つ
、
そ
の
ね
ら
い
と
す
る
と
こ
ろ
は

　
①
所
得
水
準
の
向
上
と
生
活
の
都
市
化

　
に
伴
い
、
道
路
そ
の
他
立
ち
遅
れ
た
公

　
共
施
設
の
整
備
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い

　
こ
と
②
交
通
手
段
の
発
達
に
よ
り
日
常

　
生
活
圏
が
市
町
村
の
区
域
を
こ
え
て
拡

　
大
し
つ
つ
あ
る
た
め
、
乙
れ
に
対
応
し

　
た
広
域
行
政
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が

　
あ
る
こ
と
等
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
た
だ

　
ち
に
市
町
村
合
併
と
い
う
方
法
に
よ
っ
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三
日
の
文
化
の
日
、
快
晴
の
橘
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
第
二
回
橘
地
区
町
民
大
運
動
会
。
一

　
　
　
〇
仁
田
・
塩
辛
　
○
木
落
・
寺
｝

　
　
ケ
崎
　
O
野
口
　
〇
三
箇
の
四
地
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
区
対
抗
の
結
果
、
優
勝
は
競
技
の
一

　
　
部
が
仁
田
・
塩
辛
勢
、
応
援
合
戦
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
が
野
口
と
い
う
こ
と
で
幕
。
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
昼
の
休
憩
時
間
に
は
、
フ
ォ
ー
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ク
ダ
ン
ス
や
民
謡
踊
り
も
織
り
込
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

縢
韓
鰹
購
墓
…

て
解
決
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
の

で
、
個
々
の
市
町
村
の
組
織
は
そ
の
ま

ま
と
し
、
広
域
市
町
村
圏
と
い
う
新
し

い
構
想
で
こ
れ
に
対
処
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

圏内

の
ま
と
ま
り
と

　
　
　
住
民
の
支
持
が
前
提

　
広
域
市
町
村
圏
の
考
え
方
に
は
批
判

の
余
地
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
す

で
に
実
施
に
移
さ
れ
た
現
段
階
に
お
い

て
は
、
い
か
に
し
て
よ
り
よ
い
広
域
圏

を
作
る
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
で
あ
る

し
か
も
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
補
助

起
債
及
び
地
方
交
付
税
の
算
定
に
つ
い

て
相
当
大
幅
な
財
政
の
テ
コ
入
れ
が
あ

り
、
特
に
交
付
税
に
つ
い
て
は
広
域
圏

に
増
額
配
布
さ
れ
た
だ
け
広
域
圏
以
外

の
市
町
村
の
分
が
減
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
格
差
は
い
っ
そ
う
拡
大
す
る
。

　
も
ち
ろ
ん
広
域
圏
は
財
政
面
の
ソ
ロ

バ
ン
勘
定
だ
け
で
評
価
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
。
そ
の
前
に
、
広
域
圏
と
し
て

の
実
質
と
、
整
備
の
構
想
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
十
日
町
圏
は
規
模
と
し
て

は
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
旧
中
魚
沼
郡
と

い
う
ま
と
ま
り
は
強
固
で
あ
り
、
一
体

性
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
。
県
の
指

定
採
択
基
準
も
圏
域
内
市
町
村
の
ま
と

ま
り
を
最
も
重
視
す
る
と
い
う
。
こ
の

点
小
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
規
模
は
か
え
っ

て
有
利
な
条
件
と
な
る
。

　
今
後
生
活
圏
協
議
会
を
中
心
と
し
て

強
力
な
運
動
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

ろ
う
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
広
域
圏
設

定
に
は
地
域
住
民
の
支
持
と
理
解
が
何

よ
り
重
要
な
前
提
と
な
る
。
そ
の
点
今

後
の
推
移
に
関
心
を
持
ち
、
積
極
的
に

住
民
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
を
生
か
し
、

す
み
や
か
に
指
定
を
か
ち
取
る
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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十
日
町
で
（
2
5
日
）
県
政
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
八
人
の
住
民
代
表
が
参
加

　
き
た
る
二
十
五
日
に
十
日
町
市
で
県

政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
郡
市
の
各
市

町
村
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
八
人
の
住
民
代
表

が
参
加
し
、
　
「
県
勢
発
展
の
た
め
の
長

期
構
想
」
を
中
心
に
、
地
域
の
今
後
の

発
展
に
つ
い
て
、
知
事
を
は
じ
め
と
す

る
県
関
係
者
と
意
見
の
交
換
を
行
な
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
懇
談
会
は
広
域
生
活
圏
を
単
位
と
し

て
、
県
内
三
か
所
（
ほ
か
は
六
日
町
と

佐
和
田
町
）
で
開
か
れ
る
も
の
で
、
当

日
の
会
場
は
市
役
所
会
議
室
、
時
間
は

午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
、
市
町
村
長

議
会
代
表
の
ほ
か
、
一
般
住
民
の
参
加

は
自
由
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

　
こ
の
懇
談
会
に
出
席
す
る
町
の
住
民

代
表
と
、
県
に
対
す
る
質
問
内
容
の
大

略
は
次
の
と
お
り
で
す
。

山
岸
真
治
さ
ん
（
霜
条
）

住民代表のみなさん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
均
寿
命
の
伸
び
や
過
疎
化
の
進
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
れ
て
老
人
問
題
が
大
き
な
社
会
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
と
な
っ
て
い
る
。
老
人
ホ
ー
ム
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
設
を
ぜ
ひ
欲
し
い
と
思
う
が
、
老
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
に
対
す
る
県
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
田
久
仁
さ
ん
（
仁
田
）

　
①
川
西
町
の
県
営
ほ
場
整
備
事
業
に
　
　
長
期
構
想
で
取
り
上
げ
て
い
る
総
合

つ
い
て
知
事
は
ど
う
考
え
る
か
、
さ
ら
　
農
業
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
規
模
や
内

に
着
工
年
次
等
の
細
部
計
画
お
よ
び
第
　
容
な
ど
具
体
的
構
想
は
。

二
次
構
造
改
善
事
業
の
近
代
化
施
設
に
田
中
義
勝
さ
ん
（
下
原
）

対
す
る
認
可
な
ど
今
後
の
見
通
し
は
。
　
　
主
要
地
方
道
小
千
谷
・
千
手
・
十
日

②
自
立
農
家
育
成
を
推
進
し
た
場
合
の
町
線
に
つ
い
て
、
①
第
一
種
路
線
へ
の

農
業
就
業
者
人
口
は
、
昭
和
六
十
年
代
　
格
上
げ
、
②
改
良
お
よ
ぴ
舗
装
の
見
通

で
現
在
の
五
分
の
一
程
度
と
見
込
ま
れ
し
、
③
国
道
昇
格
の
見
通
し
等
は
。
第

て
い
ま
す
が
、
残
る
五
分
の
四
の
農
家
　
二
点
と
し
て
、
除
雪
セ
ン
タ
：
の
具
体

は
ど
う
な
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
案
に
つ
い
て
。

高
橋
さ
ち
さ
ん
（
坪
山
）
　
半
田
利
登
さ
ん
（
室
島
）

　
（
①
北
越
北
線
開
通
の
時
期
は
。
②
県
　
　
医
療
問
題
、
特
に
辺
地
や
無
医
地
区

内
の
畜
産
お
よ
び
養
蚕
に
お
け
る
協
業
　
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

化
の
実
態
は
。
③
主
婦
労
働
、
特
に
内
南
雲
　
教
さ
ん
（
中
仙
田
）

職
従
事
者
の
保
健
対
策
に
つ
い
て
。
　
　
　
辺
地
対
策
に
つ
い
て
、
①
主
要
地
方

上
村
栄
一
さ
ん
（
下
平
新
田
）
　
道
長
岡
・
小
国
・
松
代
線
整
備
の
見
通

　
県
の
長
期
構
想
に
示
さ
れ
て
い
る
観
　
し
、
②
バ
ス
会
社
の
赤
字
路
線
休
止
や

光
農
業
に
つ
い
て
の
具
体
像
は
。
　
　
　
回
数
減
に
対
す
る
県
の
考
え
、
③
水
道

富
井
タ
キ
さ
ん
　
（
上
野
）
　
建
設
の
県
費
補
助
は
、
④
農
業
近
代
化

山岸さん高橋さん

富井さん上村さん

灘
薫．
麟

　
毒
　
　
艶

麟
讐

戸田さん

の
方
向
は
、
⑤
集
落
の
再
編
成
と
そ
の

対
策
は
。

戦
傷
病
者

相
談
員
に

太
田
長
栄
さ
ん

　
も
と
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
で
あ
っ

た
人
が
、
そ
の
在
職
期
間
中
に
公
務
の

た
め
に
負
傷
し
、
ま
た
は
、
病
気
に
か

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
も
な
お
傷

害
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
戦
傷
病
者

手
帳
を
交
付
す
る
と
と
も
に
次
の
よ
う

な
援
護
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

①
療
養
の
給
付
②
療
養
手
当
の
支
給

③
葬
祭
費
の
支
給
④
更
生
医
療
の
給

付
　
⑤
補
装
具
の
支
給
お
よ
ぴ
修
理

⑥
国
立
保
養
所
へ
の
収
容
　
⑦
国
鉄
へ

の
乗
車
船
に
つ
い
て
の
無
賃
取
り
扱
い

⑧
税
法
に
よ
る
所
得
控
除
⑨
自
動
車

税
や
物
品
税
等
の
減
免
⑩
世
帯
更
生

資
金
の
貸
付

こ
れ
ら
戦
傷
病
者
の
援
護
や
福
祉
の
増

進
、
あ
る
い
は
更
生
等
の
相
談
に
応
ず

半田さん

る
た
め
、
戦
傷
病
者
相
談
員
制
度
が
あ
③
三
＋
六
万
九
千
円
　
※
道
路
改
良

り
ま
す
。
こ
の
相
談
員
と
し
て
、
中
央
①
学
校
町
②
川
西
建
材
k
k
③
七

町
の
太
田
長
栄
さ
ん
が
、
＋
月
一
日
付
＋
一
万
円
　
※
道
路
舗
装
①
仁
田

で
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
②
地
元
施
行
③
＋
五
万
七
千
円

戦
傷
病
者
の
か
た
で
、
相
談
事
項
が
　
※
道
路
舗
装
①
仁
田
　
②
野
沢
組

生
じ
た
よ
う
な
場
合
は
、
ど
う
ぞ
、
太
③
七
万
七
千
円
※
流
末
処
理
①

田
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　
　
　
仁
田
②
野
沢
組
③
八
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
水
路
災
害
復
旧
①
室
島
②
羽

人
権
擁
護
委
員
は

引
き
続
き

　
　
　
木
村
さ
ん

　
仁
田
の
木
村
正
吉
さ
ん
が
、
十
月
一

日
付
で
、
引
き
続
き
、
法
務
大
臣
か
ら

せ
ん
カ
ら
、
安
心
し
て
そ
の
自
宅
へ
相

談
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
川
西
町
の
人
権
擁
護
委
員
に
は
、
こ

の
木
村
さ
ん
の
ほ
か
、
小
海
八
太
郎
さ

ん
（
小
根
岸
）
が
お
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
ま
吉
楽
土
建

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障
さ
③
九
万
四
千
円

れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
守
り
、
自
由
新
築

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
私
的
制
裁
、
強
制
圧
迫
、
酷
使
虐
待
、

差
別
待
遇
、
生
活
権
の
侵
犯
、
そ
の
他
②
十
日
町
水
道
工
業
k
k

の
問
題
で
お
困
り
の
か
た
は
、
無
料
か

つ
他
に
も
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

　
　
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t

建
設
工
事

請
負
の
状
況

鋸
謙
鉱
響

※
バ
ス
回
転
所
舗
装
①
野
口
②

上
越
舗
装
k
k
③
干
五
万
五
千
円

※
道
路
改
良
①
下
平
新
田
②
野

沢
組
③
百
三
万
二
千
円
　
　
※
道
路

舗
装
①
上
新
井
　
②
中
野
建
設
k
r
K

鳥
建
設
③
百
五
＋
一
万
九
千
円

※
道
路
災
害
復
旧
①
塩
辛
②
野

沢
組
③
二
＋
万
円
　
※
道
路
災
害

復
旧
①
原
田
②
野
沢
組
③
＋
一

万
六
千
円
※
道
路
災
害
復
旧
①

野
ロ
②
野
沢
組
③
六
万
円

※
道
路
災
害
復
旧
①
越
ケ
沢
②

　
　
　
　
③
九
万
九
千
円
　
※
道

路
災
害
復
旧
　
①
野
口
　
②
野
沢
組

　
　
　
　
　
　
　
※
雪
中
避
難
小
屋

　
　
①
野
口
②
野
沢
組
③
三
＋

八
万
円
　
※
道
路
舗
装
①
三
領

②
川
西
建
材
k
k
③
四
＋
九
万
円

※
消
雪
用
さ
く
井
工
事
①
上
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
二
百
三

＋
四
万
六
千
円

訂
正
と
お
わ
ぴ

田中さん

南雲さん

　
前
号
の
町
議
会
報
告
の
中
で
、
　
「
川

西
町
老
人
憩
の
家
設
置
及
び
管
理
等
に

関
す
る
条
例
」
審
議
の
質
疑
の
う
ち
、

〃
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
条
例
に

う
た
っ
た
額
で
ま
か
な
っ
て
ゆ
け
る
の

か
ど
う
か
、
そ
の
算
出
の
基
礎
は
。
ま

た
、
六
十
歳
猷
上
な
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ

に
は
い
っ
て
い
な
く
て
も
自
由
に
使
用

で
き
る
の
か
。
〃
と
質
問
し
た
の
が
須

藤
寛
蔵
氏
と
な
っ
て
い
ま
す
。
が
、
こ

れ
は
、
数
藤
亘
氏
の
発
言
内
容
で
し
た

　
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
点

深
く
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

』
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45．10．1 国勢調査結果 （笛禦あ罎の概要およひ40年）

事　項 0 2 4　5 40年・ （100）

町 世帯 妻 養 妻 数 人　口

中島町 40 74 77 151 39 74 82 156 △1 0 5 5 97．50 103．31
’”田’”野”田”

34 75 76 151 　　33 65 74 139 △1 △10 △2 △12 97．06 92．05
”発電所通
響一－永久公’舎

43 75 98 173 53 98 ll9 21．7 10 23 21 44 123％125．43

42 89 73 162 27 49 35 84 △15 △40 △38 △78 6429 51．85
下　　平 10 30 19 49 4 8 7 15 △6 △22 △12 △34 40．00 30．61

33 73 87 160 30
57

．．．6β

74
74
99
142 △3 △5 △15 △18 90．91 88．75甲四”頂区’”兼

”東”善””寺” 173 1 △3
，7

4 lQ2．78 lQ2．3736 77 92 169
上　　町一 26’　　54 63 ll7 25 57 58 115 △1 3 △5 △2 96．15 98．29
”甲一”央”町 32 61 72 133 33 51 6．7 ll8 1 △10 △5 △15 103．］β 88．72
田　冒『”中’

42 104 100 204 40 93 94 1817 △2 △11 △6 △17 95．24 91．67
鳴”禅｝社町 30 65 73 156 32 62 ，71 133 2 △1 △2 △3 106．67 97．79
’”学”校”町 46 85 106 191 52 104 ll8 222 6 19 12 31 ll3．04 116．25

　　　冒　　層　　一　　ロ　　ー　　曹　　－　　一　　『

中屋敷 50 98 139 237 46 96 121 217 △4 △2 △18 △20 92．00 9L56
”寺　尾 44 94 107 201 46 84 93 177 2 △10 △14 △24 双）4茄 88．06
木　　島 46 97 102 199 54 93 127 220 8 △4 25 21 117溺－0．55
沖　　立
”伊”一”””””友

89 229 222 451 219
186＿．

79

　216

　　97

435 0 △10 △6 △16 U）、00 96．45
2Q5．．．…，旦89 2 △6 △ll △17 lG2．ワ0 90．4274 192 214 406

　89
　76
　37

、、6．、

1
9 △2 7 104．14高原田 31 70 99 169 　17．6．．、 ll9』6

坪　　山 48 128 126 254 49
　4

3 △2 1 102．08 1∞59
△2 △2 △6 △8 66．67 7u認57平　　見

”霜”…””条一『
6 12 15 27 …．↓Q＿ 9．、

43 ll9 ll8 237 42…＿一

　151
一　　一、1ΩQ＿．

　　30

124

．工1工＿．

　33

、、255－

　　19

　2其．△
　　63

　　1

△1

全19，

△2

△7

△3

。．．磁6．

△5

917．67 89．03

91．67 92．65鶴　舌’ 12 32 36 68 ll
／￥　　育 857 1，931 2，114 4，045 859 1，831 2，032 3，863 2 △loo △82 △1821∞．23 95．50

上
野
地
区

152 337 3．72 709 161 ．337
36』5．．． 、．7Ω2． 9 0 △7 △17 105．92 99．01

△1 △2 △12 △14 98．31 95β9元　　町 59 157 147 304 　　58
　　71

　　47

　　30

△
．
2
．
　
　
0

△9 △21 △30 9726 91．96新町新田 73 184 189 373 ．．ユ烹5…、 345．．

0 3 3 1∞．oo 101．36下平新田 47 ll2 109 221

155

112
．．6．9．

　135
　16β

　ll2
．．65。

．．29Q

－
　
2
2
4
．
…
． 132． 　　7

＿全．2＿

△12

△7 0 107．14 1∞．∞三　　領 28 62 70 132
2
．
．

”小”根岸 17 47 50 97 ．．．＿．．16＿、 ．、45．．． ．．．44．．．

0

、．89，．．△↓． 全．、6

△11

△8 94．12 91．75
，　　』△7

△23 0 0田　　代 7 12 11 23 0 0 0
星名新田 4 ll ll 22 3 10 6 16 △1 △1 △5 △6 75．00 72．73
！￥　　言 387 922 959 1，881 386 903 893 1，796 △1 △19 △66 △85 99．74 95．48

橘
地
区

92 237 227 464 88 218 209 427 ．．△4．
△1

△19 △18 △37 95．65 92．05

△6 △3 △9 92．51 85．48寺ケ崎 13 32 30 62 12 26 27 53
塩　　辛 19 44 59 103 19 45 58 103 0 1 △1 0 loo．oo 1∞．00
仁　　田 155 352 382 734 147 328 3鍛＿． ．．6膿 ．ム8 △24 △38 △62 94．84 9L55

．．会．、．一4． △10 △8 △18 96．8Ω 96．70野　　口 125 274 271 545 121 264 263 527．

四十歩 3 8 7 15 3 8 7 15 0 0 0 loo．oo
　　　0
100．oo

△3 1 lQ2．94 100．59　　　　ロ　　ー
原　　田 34 86 84 170 35 90 8よ、． 171．．． 、．1．．

根　　深 26 52 76 128 25 53 74 127

　．Ω．、

、全．．．1．．

　　1

　．．．4

　　．．工

△1

△2 △1 96．15 9922
下　　原 20 57 57 ll4 21 56 59 ll5 2 1 05．∞ 100．88
ノ・　言 487 1，142 1，193 2，335 471 1，088 1，122 2210 △16 △54 △71 △125 96．71 94．65

仙
田
地
区

田 146 277 317 594 141 263 271 534 △5 △14 △46 △60 96．56 89．90
室　　島 104 213 216 429 90 176 186 362 ．．全14 △317 △30 △67 86．54 9L56
桐　　山 21 43 49 92 （．．．4

31
4ユ、

　75

．．全2．↓

　　0

△43 △49 △92 0 0
小　　脇 31 82 74 156

代町へ
　　60

合併．．！．．

　135 △7 △14 △21 loo．∞ 86．54

高　　倉 75 175 173 348 57 125 124 249 △18 △50 △49 △99 76．00 7L55
霧　　谷 15 42 30 72 9 21 17 38 △6 △21 △13 △34 60．00 52．78
藤　　沢 50 ll7 122 239 42 93 ．＿＿．89．

　　85
182 △8 △24 △33 △57 84．00 76．15

160 △10 △28 △50 △58 78．72 73β9　　　　一田　　、戸 47 103 ll5 218 37 75
越ケ沢 39 85 94 1．79 38 75 86 161．△ 1 △10 △8 △18 9，7．44 89．94
赤　　谷 91 197 195 392 75 147 148 295 △16 △50 △47 △97 82．42 75．26一

　
　
6
6 ：L31 150 281 △15 △50 △33 △83 81．48 7720岩　　瀬 81 181 183 364

大　　倉 26 64 59 123 18 43 38 81 △8 △21 △21 △42 69．23 65旦5
大白倉 63 156 149 305 57 133 129 262 △6 △23 △20 △43 90．48 85．9Ω

小白倉 92 217 208 425 79 185 181 366 △13 △52 △27 △59 85，817 86．12

／￥　言 881 1，952 1，984 3，936 740 1，542 L564 3，106 141 △410遡噸
84．00 78．91

　　　　　　　…口　　　　　　　　口 2，612 5，947 6，250 12，197 2，456 5，364 5，611 0，975 協 軸 △639
△1222 94．03 89．98

（対35年 戯
△1494 1489 △2983 87．46 ，78．63 ）

y

、
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ま
た
、
い
や
な
冬
が
目
前
に
迫
っ

て
き
ま
し
た
。
冬
期
の
道
路
確
保
に

つ
い
て
の
要
望
は
年
と
と
も
に
強
く

な
っ
て
お
り
、
き
た
る
べ
き
冬
も
何

か
と
ご
協
力
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
以
下
、
計
画
の
一
端

を
申
し
上
げ
て
ご
理
解
を
得
た
い
と

存
じ
ま
す
。

消
雪
パ
イ
プ
を
増
設

　
　
除
雪
路
線
と
し
て
は
、
千
手
ト
ン

　
ネ
ル
入
口
（
石
橋
）
か
ら
小
千
谷
市

　
真
人
界
ま
で
と
、
下
条
か
ら
上
野
十

　
字
路
ま
で
の
間
は
、
か
な
り
の
異
常

　
豪
雪
に
な
ら
ぬ
か
ぎ
り
確
保
し
た
い

　
考
え
で
す
。
ま
た
、
上
野
・
中
仙
田

　
・
室
島
間
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
か

　
ぎ
り
除
雪
を
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

　
　
雪
上
車
に
よ
る
圧
雪
踏
路
線
は
、

　
異
常
降
雪
の
場
合
、
上
野
・
中
仙
田

　
・
室
島
間
を
最
優
先
し
ま
す
。

　
　
平
常
降
雪
の
場
合
は
　
O
伊
勢
平

　
治
か
ら
高
原
田
　
○
木
島
・
沖
立
か

　
ら
千
手
小
　
O
高
原
田
・
坪
山
・
霜

一
〇
原
田
・
根
深
・
下
原
・
四
十
歩
下

．
条
・
鶴
吉
・
元
町
・
上
野
間
○
上

一
野
か
ら
下
平
新
田
　
○
塩
辛
・
寺
ケ

一
崎
・
木
落
間
○
野
口
か
ら
下
原

r

間
　
○
野
口
か
ら
才
ノ
神
　
○
中
仙

田
・
赤
谷
・
岩
瀬
間
　
○
室
島
・
藤

沢
間
、
以
上
の
ほ
か
　
○
寺
ケ
崎
か

ら
仁
田
　
O
才
ノ
神
か
ら
小
白
倉

○
松
葉
沢
か
ら
星
名
新
田
　
○
岩
瀬

・
大
倉
・
大
白
倉
間
に
つ
い
て
も
、

気
象
状
況
を
考
慮
し
て
適
宜
に
除
圧

雪
す
る
計
画
で
す
。

　
機
械
力
除
雪
と
並
行
し
て
、
本
年

も
昨
年
に
継
続
し
て
千
手
に
千
六
十

業
訓
練
校生
募
集

十
日
が
締
切
り

十
日
町
な
ど
六
か
所

　
県
立
専
修
職
業
訓
練
校
で
は
、
明
年

四
月
に
入
校
す
る
訓
練
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

職
業
訓
練
校
は

、
こ
れ
か
ら
就
職
す

る
人
や
転
職
し
た
い
人
に
、
職
業
に
必

要
な
知
識
と
技
能
を
身
に
つ
け
さ
せ
、

そ
の
人
た
ち
の
職
業
と
生
活
の
安
定
お

よ
び
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

五
メ
ー
ト
ル
、
上
野
に
二
百
メ
ー
ト

ル
の
消
雪
パ
イ
プ
を
布
設
し
、
そ
の

効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点

昨
年
布
設
し
た
区
間
の
人
た
ち
が
、

最
初
の
経
験
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少

　
　
　
　
　
な
い
水
量
を
屋
根
の
雪

今冬の除雪計画
　　　　　土木課長星名仁作
P
』
S

ぴ
ど
ゆ
下
に
む
ぴ
と
ゆ
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
降
ろ
し
た
雪
は
必
ず
処
理
し
て

車
道
確
保
に
ご
協
力
ね
が
い
ま
す
。

　
圧
雪
路
線
に
つ
い
て
も
同
様
で
す

　
除
雪
能
力
の
限
界
と
、
裏
通
り
や

に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
訓
練
期
間
は
一
か
年
で
、
寄
宿
舎
の

設
備
も
あ
り
ま
す
。

　
義
務
教
育
を
修
了
し
た
人
、
ま
た
は

中
学
校
や
高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の

人
は
、
年
齢
に
制
限
な
く
応
募
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
も
よ
り
の
公
共

職
業
安
定
所
か
中
学
校
・
高
等
学
校
の

職
業
指
導
主
事
の
先
生
、
あ
る
い
は
次

の
各
訓
練
校
に
お
尋
ね
の
う
え
、
入
校

降
ろ
し
体
制
等
で
カ
バ

ー
し
、
そ
の
威
力
を
存

分
に
発
揮
さ
せ
る
と
い

う
貴
重
な
前
例
を
示
し

ま
し
た
。

　
次
に
、
最
近
は
沿
道

の
建
造
物
が
多
く
な
り

年
ご
と
に
排
雪
作
業
は

困
難
に
な
っ
て
い
ま
す

ま
た
、
ど
う
し
て
も
無

理
な
除
雪
を
進
め
る
た

め
、
排
雪
土
じ
ゃ
り
の

処
理
、
物
件
の
損
傷
や

路
上
放
雪
等
々
、
幾
多

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
冬
、
除

雪
路
線
沿
道
の
屋
根
の

雪
降
ろ
し
は
、
屋
根
に

　
　
●

し
　
　
ざ
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
ほ
　
　
ヨ
　
　
ビ
　
　
コ
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ヨ
　
　
じ
　
　
ど
　
　
ヨ
　
　
ぎ
　
　
き
　
　
ヨ
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
山
間
地
と
い
っ
た
恵
ま
れ
な
い
地
域
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
の
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
い
て
簡

　
ど
う
し
て
も
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
一

　
と
考
え
ま
す
。
路
上
放
雪
を
注
意
し
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
い
、
春
は
道
路
か
ら
や
っ
て
く
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
よ
う
ご
努
力
ね
が
い
ま
す
。
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
山
間
地
の
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
機
械
除
雪
増
強
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
県
公
安
委
員
会
で
は
、
冬
期
、
道
闘

　
路
除
雪
と
交
通
の
円
滑
化
の
た
め
、
　
｝

　
稲
葉
、
・
野
口
間
の
ほ
と
ん
ど
の
家
屋
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
地
帯
を
駐
車
禁
止
に
す
る
予
定
で
す
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
こ
の
よ
う
に
、
少
し
で
も
除
雪
し
『

易
い
体
制
を
作
っ
て
平
場
路
線
の
作
｝

業
を
円
滑
に
進
め
、
山
間
地
等
へ
の
一

機
械
力
投
入
を
増
強
し
た
い
と
計
画
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一

　
貴
重
な
税
を
多
額
に
費
消
す
る
雪
　
｝

害
対
策
費
で
す
が
、
そ
れ
で
も
限
ら
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
た
予
算
で
は
み
な
さ
ん
に
無
理
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
し
い
る
点
も
多
く
、
申
し
わ
け
な
い
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
と
存
じ
ま
す
。
も
し
、
お
気
づ
き
の
噂

点
は
ご
教
示
な
り
ご
意
見
を
い
た
だ
一

　
い
て
、
長
い
冬
を
明
る
く
過
ご
す
こ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
の
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
以
上
　
『

　
（
写
真
は
、
星
名
新
田
へ
の
圧
雪
で
一

活
躍
中
の
雪
上
車
。
昨
冬
写
す
）
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

！
　
　
i
　
　
　
響
　
　
　
誓
　
　
　
量
　
　
　
ー
　
　
　
ぎ
　
　
　
ー
　
　
　
－
　
　
　
璽
　
　
　
！
　
　
　
！
　
　
　
ー
　
　

1
　
　
｝
　
　
ー
　
　
　
扉
　
　
　
－

手
続
き
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

　
〔
訓
練
校
と
設
置
科
目
〕

口
新
潟
（
新
潟
市
鐙
字
南
沢
）
機
械
一

科
・
同
二
科
・
板
金
科
・
溶
接
科
・
製

材
機
械
整
備
科
・
電
気
工
事
科
・
自
動

車
整
備
一
科
・
同
二
科
・
建
築
科
・
配

管
科
・
測
量
科
圏
一
上
越
（
高
田
市
大

字
大
豆
字
土
井
之
内
）
機
械
一
課
・
同

二
課
・
溶
接
課
・
電
気
工
事
課
・
自
動

車
整
備
科
・
建
築
科
・
木
工
科
圃
図
柏

崎
（
柏
崎
市
北
園
町
）
機
械
一
課
・
同

二
課
・
建
築
科
圃
国
三
条
（
三
条
市
大

字
柳
沢
）
機
械
鍛
造
科
・
機
械
一
科
・

同
二
科
・
金
属
プ
レ
ス
科
・
溶
接
課

圃
図
十
日
町
（
十
日
町
市
学
校
町
）
織
機

調
整
科
・
染
色
科
圃
馴
魚
沼
（
北
魚
沼

郡
堀
之
内
町
大
字
堀
之
内
）
電
気
工
事

科
・
建
築
科
・
左
官
科
・
木
工
科

㊧
機
械
一
課
は
旋
盤
、
同
二
課
は
仕

　
上
げ
お
よ
び
組
立
て
。
な
お
、
製
材

　
機
械
整
備
科
・
電
気
工
事
科
・
建
築

　
科
・
機
械
鍛
造
科
・
左
官
科
は
、
い

　
ず
れ
も
男
子
の
み
募
集
。

〔
募
集
締
切
り
〕

　
＋
一
月
二
＋
日

〔
特
　
　
典
〕

①
授
業
料
は
無
料
．
機
械
器
具
は
貸

　
与
し
、
材
料
等
は
支
給
し
ま
す
。

②
　
国
鉄
や
バ
ス
の
学
生
定
期
券
お
よ

　
び
学
割
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

③
職
業
に
必
要
な
免
許
（
電
気
工
事

　
士
・
ガ
ス
溶
接
士
な
ど
〉
が
得
ら
れ

　
ま
す
。

公
証
役
場
の
利
用

（
鋼
麩
証
蘇
飴
）

　
お
金
の
貸
し
借
り
、
不
動
産
の
売
買

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
契
約
や
遺
言
な
ど

を
キ
チ
ン
と
さ
せ
て
強
力
な
も
の
に
す

る
た
め
に
は
、
公
証
役
場
で
公
正
証
書

に
し
て
お
く
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
公
正
証
書
は
、
公
証
人
（
判
検
事
・

法
務
局
長
・
弁
護
士
な
ど
の
中
か
ら
法

務
大
臣
が
任
命
す
る
。
）
が
、
国
の
監

督
の
下
で
つ
く
り
ま
す
か
ら
、
契
約
の

証
拠
と
し
て
の
信
用
は
完
全
で
す
。

　
た
だ
の
口
約
東
や
当
事
者
間
の
契
約

書
だ
け
で
は
、
相
手
が
約
東
を
実
行
し

な
い
と
き
は
裁
判
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん

公
正
証
書
が
つ
く
っ
て
あ
れ
ば
、
金
の

取
り
立
て
は
裁
判
で
な
く
て
も
、
公
正

証
書
の
力
で
強
制
執
行
で
き
ま
す
。

　
公
正
証
書
は
、
全
国
ど
こ
に
も
あ
る

公
証
役
場
で
い
つ
で
も
作
れ
ま
す
。
法

律
は
知
ら
な
く
て
も
、
だ
れ
で
も
、
手

軽
な
手
続
き
で
依
頼
で
き
ま
す
。
代
理

人
で
も
や
れ
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
公
証
役

場
か
法
務
局
に
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
す
。

　
公
正
証
書
を
作
る
手
数
料
は
証
書
の

内
容
の
価
額
に
よ
り
ま
す
が
、
基
本
の

料
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

∈3　∈；五二一

o　oOOO五二一目O　OOOOOOO万　万万万万万万万
的

円　円円円円円円円 価
以　　ままままままま 額
上　ででででででで

にを五三二一一一
五増〇五四七二九六五 手
Oす○O　O　O　O　O　O　O 数

○ご万○○○OOOO
円と円円円円円円円円

料

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
【
十
月
分
】

　
※
寄
　
贈
　
者

数
藤
サ
ホ
（
木
島
）
、
高
橋
一
晃
（
坪

山
）
、
小
林
一
也
（
中
仙
田
）
、
茂
野

権
治
（
藤
沢
）
、
中
島
玉
直
（
新
町
新

田
）
、
丸
山
ヨ
シ
（
原
田
〉

　
※
入
　
手
　
品

明
治
風
俗
記
録
絵
は
が
き
　
中
子
遺
跡

出
土
品
、
い
ん
く
わ
（
鍬
）
、
ほ
ら
が

い
、
金
剛
づ
え
（
杖
）
、
地
券
証
、
前

み
の
（
曲
苫
、
こ
う
が
い
、
緒
締
め
。

｝
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45．10．1 国勢調査結果 （笛難あ蝦の概要およひ40年）

事　項 0 二 4　5 40年・ （100）

町 世帯 善 喜 碁 数 人　口

中島町 40 74 77 151 39 74 82 156 △1 0 5 5 97．50 103．51
”－山’”一野”田”

34
｝一””ラ5

76　　　　　151
一ロー，一　一層一甲一－一一一昌甲

　　33 　　65 74 139 △1 △10 △2 △12 97．06 92．05
”発電所通 43 75 98 173 53 98 119 217 10 23 21 44 123％125．43
”永久公舎 42 89 75 162 27 49 35 84 △15 △40 △38 △78 6429 51．85

10 36 　19 　　49 4 8 7 ：L5 △6 △22 △12 △34 40．00 30．61下　　平
”四”郎曽”兼－

35 73 　層87 　160 50 68 74 142 △3 △5 △15 △18 90．91
88．75

74 99 173 1 △3 7 4 lQ2．78 102．37”東’善”寺” 36 77 92 169 57
上　　町 26 54 63 ll7 25 5．7 58 115 △1 3 △5 △2 96．15 98．29
哺明甲””央町 32 　　61 72 133 33 51 67 ll8 1 △10 △5 △15 103．］β 88．72
田　　中 42 104 100 204 40 93 94 187 △2 △ll △6 △17 95．24 91．67
’一神薗”社町 30 63 73 136 32 62 71 133 2 △1 △2 △5 106．67 97．79
”学…枝ロ町 46 85 106 191 52 104 ll8 222 6 19 12 31 ll3．04 ll6．25

　　　　甲　　層　　需　　口　　¶　　　口　　甲　　響　　一

中屋敷 　　50 　　98 139 237 46 96 121 217 △4 △2 △18 △20 92．00 9L56
寺　　尾 44　　　94 　107 201 46 84 　　93 177 2 △10 △14 △24 104．55 88．06
木　　島 46 97 102 199 54 93 127 220 8 △4 25 21 ll739 ：LLO．55
沖　　立 89 229 222 451 89 219 216 435 0 △10 △6 △16 砥）、00 96．45
’伊””’”爵㎜”友”

　　74　192　214 406 　，76
　37
　49
　　4

la6＿． 2Ω5＿． ．、589 2 △6 △ll △17 102．四 90．42
104．14　、、6、

卿曹　1 9 △2 7高原田
一一坪””F一㎜’群

31 70 99 169 97一． 119』6

48 128 126 254 坦↓…． 124，．． 3 △2 1 102．08 1∞39
△2 △2 △6 △8 66．67 7u認57平　　見 6 12 15 27

　　79

、．．．．．IQ＿．

　　30

　176．

　255．

　　19
．＿一211

　　63

．△1
△1

．．、．4旦

△2

…全．．、皇

△3

＿．磁6．．

△5

917．67

91．67

89．05
一一一冒一曹　，一騨　一一　一　－　o　o，　『　一ロ

92．65

　　　　一　一　　曹　　層　　一　　一　曹　一

霜　　条 43 ll9 ll8 237．．．．＿．．．42 ．．工ΩQ＿．

　9
1↓1、

3312 32 36 68
　　　　一　　　一　　　一

鶴　　吉 ll
／￥　　言 857 1，931 2，ll4 4，045 859 1，831 2，032 3，863 2 △1∞ △82 △1821∞．23 95．50

上
野
地
区

152 337 372 709 161 35セ＿＿ 565．．．． 9＿ 0
、
、

全＿翌

△12

△7 105．92 99．Ol

△14 98．31 9559元　　町 59 157 147 304 58
71

47

　155
．．＿↓ヱ5…，

　ll2

29Ω、△　　1 △2

新町新田 73 184 189 373
　135
曹
　 168

　112

．。今．、a．．

　　0
△9．
　　0

△21 △30 9726 91．96

3 3 loo．oo 101溺下平新田 47 ll2 109 221

．、7Q2．

一
　 345－
　
2
2
4
　
1
3
2
一
　
　
曹
　
　
冒
　
　
，
　
　
一
　
　
．
．
8
9
　
　
　
0

　　a．

．、△．．↓、

△7

　　．皇

．．．全．．．2

△12

△7 0 107．14 loo．oo三　　領 28 62 ，70 132 3Ω．
6
．
9

．．．

65．

．．44＿．

　0

．．、全．、．6一

△ll

△8 94．12 91．75”小”根岸 17 47 50 97 ．．．＿。．↓6…． 45＿。

△23 0 0田　　代 7 12 ll 23 0 0
星名新田

4’

11 ll 22 3 10 6 16 △1 △1 △5 △6 75．00
172．73

ノ￥　　言 387 922 959 1，881 386 903 893 1，796 △1 △19 △66 △85 99．74 95．48

橘
地
区

92 237 227 464 88 218 209 427 △4 △19 △18 △37 95．65 92．03

寺ケ崎 13 32 30 62 12 26 27 53．△1 △6 △3 △9 92．31 85．48

塩　　辛 19 44 59 103 19 45 58 103 0 1 △1 0 1∞．∞ 100．00
仁　　田 155 352 382 734 147 328 3照＿一．．．672．

…5．27一

ム8 △24 △38 △62 94．84 9L55
野　　口 125 2．74 271 545 121 264 265．

．．全．．、4＿ ．4Ω
　　0

△8 △18 96．80 96，170

0 0 loo．oo
o噂

四十歩 3 8
，7

15 3 8 7 15
loo．oo

原　　田 34 86 84 170 35 90 8よ、、 171、

127

＿49甲＿一全＿5
△2
1 102．94 100．59
△1 96．15 99．22根　　深 26 52 76 128 25 53 74

＿一．．一Ω『

．．．1．

、全．．．■．

　　1下　　原 20 57 57 ll4 21 56 59 115

一
．
　

．工．

△1 2 1 05．00 100．88
／￥　言 487 1，142 1，193 2，335 471 1，088 1，122 2210 △16 △54 △71 △125 96．71 94．65
田 146 277 317 594 141 263 271 534 △5 △14 △46 △60 96．56 89．90

室　　島 104 213 216 429 90 176 186 362 △14 △37 △50 △67 86．54 9L56
仙一
桐　　山 21 43 49．．　　92 合併．．！ △21 △43 △49 △92 0 0代町．へ

　　60 0 △7 △14 △21 loo．oo 86．54小　　脇 31 82 74 156

．．．．一＿（．、．4

　　31

4ユ．

　75 135
．．高…．、．、＿．倉…

霧　　谷
75 175 173 348 57 125 124 249 △18 △50 △49 △99 76．00

，71．55

15 42 30 72 9 21 17 38 △6 △21 △13 △34 60．00 52．78
藤　　沢 50 ll7 122 239 42 93 89 182 △8 △24 △33 △57 84．00 76．15
　　　　一田　　戸 47 103 ll5 218 37 75 85 160 △10 △28 △30 △58 78．72 73』59田
地
区

越ケ沢 39 85 94 179． 38 75 86 161 △1 △10 △8 △18
9，7．44 89．94

赤　　谷 91 197 195 592 ．．．．75 147 148 295 △16 △50 △47 △97 82．42 175．26

131 150 281 △15 △50 △33 △83 81．48 77．20岩　　瀬 81 181 183 364．．．
大　　倉 26 64 59 123

．．．6－6

　　18 43 58 81 △8 △21 △21 △42
　　◎
69．23 65旦5

△6 △23 △20 △43 90．48 85．9Ω　　57 133 262大白倉 65 156 149 305 129

小白倉 92 217 208 425 79 185 181 366 △13 △52 △27 △59 85．87 86．12

／￥　言 881 1，952 1，984 3，936 ，740 1，542 L564 3，106 141 △410劇珊
84．OO 78．91

　　　　　　　芸ロ　　　　　　　　ロ 2，612 5，947 6，250 12，197 2，456 5，364 5，611 0，975 鄭 咽 △639
△1222 94．03 89．98

（対35年 戯
△1494 1489 △2983 87．46 78．63 ）

y
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ま
た
、
い
や
な
冬
が
目
前
に
迫
っ

て
き
ま
し
た
。
冬
期
の
道
路
確
保
に

つ
い
て
の
要
望
は
年
と
と
も
に
強
く

な
っ
て
お
り
、
き
た
る
べ
き
冬
も
何

か
と
ご
協
力
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
以
下
、
計
画
の
一
端

を
申
し
上
げ
て
ご
理
解
を
得
た
い
と

存
じ
ま
す
。

消
雪
パ
イ
プ
を
増
設

　
除
雪
路
線
と
し
て
は
、
千
手
ト
ン

ネ
ル
入
口
（
石
橋
）
か
ら
小
千
谷
市

真
人
界
ま
で
と
、
下
条
か
ら
上
野
十

字
路
ま
で
の
間
は
、
か
な
り
の
異
常

豪
雪
に
な
ら
ぬ
か
ぎ
り
確
保
し
た
い

考
え
で
す
。
ま
た
、
上
野
・
中
仙
田

・
室
島
間
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
か

ぎ
り
除
雪
を
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

　
雪
上
車
に
よ
る
圧
雪
踏
路
線
は
、

異
常
降
雪
の
場
合
、
上
野
・
中
仙
田

・
室
島
間
を
最
優
先
し
ま
す
。

　
平
常
降
雪
の
場
合
は
　
○
伊
勢
平

治
か
ら
高
原
田
　
○
木
島
・
沖
立
か

ら
千
手
小
　
O
高
原
田
・
坪
山
・
霜

条
・
鶴
吉
・
元
町
・
上
野
間
○
上

野
か
ら
下
平
新
田
　
○
塩
辛
・
寺
ケ

崎
・
木
落
間
○
野
口
か
ら
下
原

○
原
田
・
根
深
・
下
原
・
四
十
歩
下

間
　
○
野
口
か
ら
才
ノ
神
　
○
中
仙

田
・
赤
谷
・
岩
瀬
間
　
○
室
島
・
藤

沢
間
、
以
上
の
ほ
か
　
○
寺
ケ
崎
か

ら
仁
田
　
O
才
ノ
神
か
ら
小
白
倉

○
松
葉
沢
か
ら
星
名
新
田
　
○
岩
瀬

・
大
倉
・
大
白
倉
間
に
つ
い
て
も
、

気
象
状
況
を
考
慮
し
て
適
宜
に
除
圧

雪
す
る
計
画
で
す
。

　
機
械
力
除
雪
と
並
行
し
て
、
本
年

も
昨
年
に
継
続
し
て
千
手
に
千
六
十

県
立
専
修
職
業
訓
練
校

訓
練
生
募
集

　
　
　
　
　
　
二
十
日
が
締
切
り

　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
な
ど
六
か
所

　
県
立
専
修
職
業
訓
練
校
で
は
、
明
年

四
月
に
入
校
す
る
訓
練
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

職
業
訓
練
校
は

、
こ
れ
か
ら
就
職
す

る
人
や
転
職
し
た
い
人
に
、
職
業
に
必

要
な
知
識
と
技
能
を
身
に
つ
け
さ
せ
、

そ
の
人
た
ち
の
職
業
と
生
活
の
安
定
お

よ
び
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

五
メ
ー
ト
ル
、
上
野
に
二
百
メ
ー
ト

ル
の
消
雪
パ
イ
プ
を
布
設
し
、
そ
の

効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点

昨
年
布
設
し
た
区
間
の
人
た
ち
が
、

最
初
の
経
験
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少

　
　
　
　
　
な
い
水
量
を
屋
根
の
雪

今冬の除雪計画
　　　　　　　土木課長星名仁作
P
》
S

ぴ
ど
9
．
下
ほ
む
ぴ
と
ゆ
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
降
ろ
し
た
雪
は
必
ず
処
理
し
て

車
道
確
保
に
ご
協
力
ね
が
い
ま
す
。

　
圧
雪
路
線
に
つ
い
て
も
同
様
で
す

　
除
雪
能
力
の
限
界
と
、
裏
通
り
や

に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
訓
練
期
間
は
一
か
年
で
、
寄
宿
舎
の

設
備
も
あ
り
ま
す
。

　
義
務
教
育
を
修
了
し
た
人
、
ま
た
は

中
学
校
や
高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の

人
は
、
年
齢
に
制
限
な
く
応
募
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
も
よ
り
の
公
共

職
業
安
定
所
か
中
学
校
・
高
等
学
校
の

職
業
指
導
主
事
の
先
生
、
あ
る
い
は
次

の
各
訓
練
校
に
お
尋
ね
の
う
え
．
入
校

降
ろ
し
体
制
等
で
カ
バ

ー
し
、
そ
の
威
力
を
存

分
に
発
揮
さ
せ
る
と
い

う
貴
重
な
前
例
を
示
し

ま
し
た
。

　
次
に
、
最
近
は
沿
道

の
建
造
物
が
多
く
な
り

年
ご
と
に
排
雪
作
業
は

困
難
に
な
っ
て
い
ま
す

ま
た
、
ど
う
し
て
も
無

理
な
除
雪
を
進
め
る
た

め
、
排
雪
土
じ
ゃ
り
の

処
理
、
物
件
の
損
傷
や

路
上
放
雪
等
々
、
幾
多

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
冬
、
除

雪
路
線
沿
道
の
屋
根
の

雪
降
ろ
し
は
、
屋
根
ほ

　
　
●

山
間
地
と
い
っ
た
恵
ま
れ
な
い
地
域

の
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
い
て

ど
う
し
て
も
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
路
上
放
雪
を
注
意
し

合
い
、
春
は
道
路
か
ら
や
つ
て
く
る

よ
う
ご
努
力
ね
が
い
ま
す
。

山
間
地
の

　
　
　
機
械
除
雪
増
強

　
県
公
安
委
員
会
で
は
、
冬
期
、
道

路
除
雪
と
交
通
の
円
滑
化
の
た
め
、

稲
葉
・
野
口
間
の
ほ
と
ん
ど
の
家
屋

地
帯
を
駐
車
禁
止
に
す
る
予
定
で
す

　
こ
の
よ
う
に
、
少
し
で
も
除
雪
し

易
い
体
制
を
作
っ
て
平
場
路
線
の
作

業
を
円
滑
に
進
め
、
山
間
地
等
へ
の

機
械
力
投
入
を
増
強
し
た
い
と
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
貴
重
な
税
を
多
額
に
費
消
す
る
雪

害
対
策
費
で
す
が
、
そ
れ
で
も
限
ら

れ
た
予
算
で
は
み
な
さ
ん
に
無
理
を

し
い
る
点
も
多
く
、
申
し
わ
け
な
い

と
存
じ
ま
す
。
も
し
、
お
気
づ
き
の

点
は
ご
教
示
な
り
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
、
長
い
冬
を
明
る
く
過
ご
す
こ

と
の
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
以
上

（
写
真
は
、
星
名
新
田
へ
の
圧
雪
で

活
躍
中
の
雪
上
車
。
昨
冬
写
す
）

手
続
き
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

〔
訓
練
校
と
設
置
科
目
〕

圃
田
新
潟
（
新
潟
市
鐙
字
南
沢
）
機
械
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
網

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
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「
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

崎
（
柏
崎
市
北
園
町
）
機
械
一
課
・
同

二
課
・
建
築
科
圏
｝
三
条
（
三
条
市
大

字
柳
沢
）
機
械
鍛
造
科
・
機
械
一
科
・

同
二
科
・
金
属
プ
レ
ス
科
・
溶
接
課

圃
図
十
日
町
（
十
日
町
市
学
校
町
）
織
機

調
整
科
・
染
色
科
圃
図
魚
沼
（
北
魚
沼

郡
堀
之
内
町
大
字
堀
之
内
〉
電
気
工
事

科
・
建
築
科
・
左
官
科
・
木
工
科

㊥
機
械
一
課
は
旋
盤
、
同
二
課
は
仕

　
上
げ
お
よ
び
組
立
て
。
な
お
、
製
材

　
機
械
整
備
科
・
電
気
工
事
科
・
建
築

　
科
・
機
械
鍛
造
科
・
左
官
科
は
、
い

　
ず
れ
も
男
子
の
み
募
集
。

〔
募
集
締
切
り
〕

　
＋
一
月
二
＋
日

〔
特
　
　
典
〕

①
授
業
料
は
無
料
。
機
械
器
具
は
貸

　
与
し
、
材
料
等
は
支
給
し
ま
す
。

②
　
国
鉄
や
バ
ス
の
学
生
定
期
券
お
よ

　
び
学
割
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

③
職
業
に
必
要
な
免
許
（
電
気
工
事

　
士
・
ガ
ス
溶
接
士
な
ど
）
が
得
ら
れ

　
ま
す
。

公
証
役
場
の
利
用

（
釦
麩
証
蘇
飴
）

　
お
金
の
貸
し
借
り
、
不
動
産
の
売
買

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
契
約
や
遺
言
な
ど

を
キ
チ
ン
と
さ
せ
て
強
力
な
も
の
に
す

る
た
め
に
は
、
公
証
役
場
で
公
正
証
書

に
し
て
お
く
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
公
正
証
書
は
、
公
証
人
（
判
検
事
・

法
務
局
長
・
弁
護
士
な
ど
の
中
か
ら
法

務
大
臣
が
任
命
す
る
。
）
が
、
国
の
監

督
の
下
で
つ
く
り
ま
す
か
ら
、
契
約
の

証
拠
と
し
て
の
信
用
は
完
全
で
す
。

　
た
だ
の
口
約
東
や
当
事
者
間
の
契
約

書
だ
け
で
は
、
相
手
が
約
東
を
実
行
し

な
い
と
き
は
裁
判
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん

公
正
証
書
が
つ
く
っ
て
あ
れ
ば
、
金
の

取
り
立
て
は
裁
判
で
な
く
て
も
、
公
正

証
書
の
力
で
強
制
執
行
で
き
ま
す
。

　
公
正
証
書
は
、
全
国
ど
こ
に
も
あ
る

公
証
役
場
で
い
つ
で
も
作
れ
ま
す
。
法

律
は
知
ら
な
く
て
も
、
だ
れ
で
も
、
手

軽
な
手
続
き
で
依
頼
で
き
ま
す
。
代
理

人
で
も
や
れ
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
公
証
役

場
か
法
務
局
に
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
す
。

　
公
正
証
書
を
作
る
手
数
料
は
証
書
の

内
容
の
価
額
に
よ
り
ま
す
が
、
基
本
の

料
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

科
・
同
二
科
・
板
金
科
・
溶
接
科
・
製

材
機
械
整
備
科
・
電
気
工
事
科
・
自
動

車
整
備
一
科
・
同
二
科
・
建
築
科
・
配

管
科
・
測
量
科
圃
図
上
越
（
高
田
市
大

字
大
豆
字
土
井
之
内
）
機
械
一
課
・
同

二
課
・
溶
接
課
・
電
気
工
事
課
・
自
動

車
整
備
科
・
建
築
科
・
木
工
科
圃
図
柏

∈3　∈蓉五二一・

o　oOOO五二一目o　oOOOOOO万　万万万万万万万
円　円円円円円円円

的
価

以　　ままままままま 額
上　ででででででで

にを五三二一一
五増〇五四七二九六五 手
○す○○○○O　O　O　O 数
○ご万○○○OOOO
円と円円円円円円円円

料

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
【
十
月
分
】

　
※
寄
　
贈
　
者

数
藤
サ
ホ
（
木
島
）
、
高
橋
一
晃
（
坪

山
）
、
小
林
一
也
（
中
仙
田
）
、
茂
野

権
治
（
藤
沢
）
、
中
島
玉
直
（
新
町
新

田
）
、
丸
山
ヨ
シ
（
原
田
）

　
※
入
　
手
　
品

明
治
風
俗
記
録
絵
は
が
き
　
中
子
遺
跡

出
土
品
、
い
ん
く
わ
（
鍬
）
、
ほ
ら
が

い
、
金
剛
づ
え
（
杖
）
、
地
券
証
、
前

み
の
（
出
苫
、
こ
う
が
い
、
緒
締
め
。
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昭和45年ll月10日しにわか報広（響畿醗昌）第147号
（5）

歳
出
の
三
七
％
が
建
設
事
業
費

町
財
政
と
四
十
四
年
度
決
算

　
さ
る
一
日
、
川
西
町
告
示
第
三
十
三
号
で
公
表
し
た
町
の
財
政
と
昭

和
四
十
四
年
度
決
算
の
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
　
（
財
政
状
況
は
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
も
の
。
）

　
歳
出
の
執
行
割
合
は

　
　
ち
よ
う
ど
四
割

　
昭
和
四
十
五
年
度
予
算
の
執
行
状
況

は
、
一
般
会
計
お
よ
び
五
特
別
会
計
を

合
わ
せ
て
七
億
二
千
四
百
九
十
七
万
一

千
円
と
い
う
予
算
現
額
に
対
し
て
、
歳

入
の
収
入
済
額
は
三
億
五
千
七
百
九
十

八
万
九
千
円
で
執
行
割
合
四
九
・
四
％

歳
出
の
支
出
済
額
は
二
億
九
百
二
十
九

万
一
千
円
で
執
行
割
合
は
四
〇
％
ち
ょ

う
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
結
局
、
収
支

差
引
で
六
千
八
百
万
円
近
い
残
額
が
で

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
主
と
し
て
一

般
会
計
に
お
け
る
国
鉄
東
京
給
電
の
固

定
資
産
税
（
約
五
千
万
円
）
前
納
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
町
債
お
よ
び
一
時
借
入
金
の

現
在
高
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
一
般
事
業
債

一般会計決算のあらまし

諸支出金

∠
　　　2，100柄
　　　　O。5％

教　育　費
　　　65，’730柵

　　　　　1’7．1勇

　
　
商
工

％O　
　
　
云

　
　
　
　
防
費

　
る
　
　p
娼
　
債
費
％

渇
5
2
　
公
　
　
網
3

7
8
7
柵
　
　
費
6

5
5

＆
8
6
鴇
　
旧
2

　
2
5
　
復
o
　
稠
多

　
n
冊
　
害
　
費
1
2
閥

　
　
硯
　
，
－
　
　
ゐ

　
　
2
　
　
　
生
27

　
　
　

　
　
－
　
　
　
民

総　務　費

　　70，743稲

　　　　18．4％

歳　　　出

計384．618網農林水産業費
　　60，841柵

　　　15．8％

衛生費
　34，739稠

　　　　9．0％

土木費
60，629網

　15．8多

地方交付税
　　149，534柵

　　　　37。5弱

　
　
　
：
：
二
五
、
四
呂
六
、
O
O
O
円

○
義
霧
孜
育
施
設
整
備
事
業
債

　
　
　
：
：
四
二
、
O
八
四
、
O
O
O
円

○
災
害
復
旧
事
業
債

　
　
　
：
：
一
へ
三
四
六
〇
〇
〇
円

○
臨
時
減
税
補
て
ん
債

　
　
　
；
：
：
七
、
九
二
一
、
O
O
O
円

○
火
災
復
旧
事
業
債

　
　
　
：
：
：
モ
四
一
四
、
O
O
O
円

○
厚
生
福
祉
施
設
整
備
事
業
債

　
　
　
：
：
：
八
二
七
、
O
O
O
円

○
辺
地
対
策
事
業
債

　
　
　
：
：
：
二
、
O
O
O
、
O
O
O
円

　
合
計
　
　
　
九
九
、
〇
一
へ
O
O
O
円

〇
一
時
借
入
金

　
　
　
：
：
：
一
、
五
〇
〇
、
O
O
O
円

　
住
民
ひ
と
り
当
た
り

　
　
三
万
を
オ
ー
パ
ー

　
四
十
四
年
度
一
般
会
計
決
算
の
状
況

県支出金

56，753柵

　14．2多

柵
％0
9

0
歌
　
網

轟
　
　
0
％

M
　
B
3

　
　
属
3

　
　
1

歳　　　入

計399，083稠

鱗
町　税

　111ラ942千円

　　　　28．1％

庫
支

国
柄
％
ダ

　
ら
　
つ

他
㏄
9

の
3
9

そ

12，459絶
　　3．1循

は
別
図
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ
を
住

民
ひ
と
り
当
た
り
に
し
て
み
る
と
、
歳

入
で
三
万
三
千
三
百
六
十
円
、
歳
出
で

は
三
万
二
千
百
五
十
　
円
と
い
う
数
字

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
歳
出
を
性
質

別
に
分
析
す
る
と
、
建
設
事
業
費
三
六
・

七
，
％
、
人
件
費
二
八
・
二
％
、
物
件
費

一
六
・
四
’
％
、
繰
出
金
五
・
弓
％
、
公

債
費
三
・
七
’
％
、
以
下
、
補
助
費
等
、

積
立
金
、
維
持
補
修
費
、
扶
助
費
、
投

資
お
よ
び
出
資
金
・
貸
付
金
の
順
と
な

り
ま
す
。

水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

　
稠
の

　
肪
4

ぴ
金
をβ
麗

鍛
担
（

施
負

町
有
財
産
の
状
況

歳入

町債＼
＼　　5，600稠　　（26．1納）

爵庫支出金

　2，500柵

（ll，6チ）

○
土
地
：
：
：
：

　
　
　
　
三
杢
ハ
六
九
↓
主
㎡

○
建
　
物
：
三
七
、
二
五
t
・
四
九
㎡

O
債
権
・
：
・
：
二
九
、
O
O
O
円

○
基
金
：
：
一
、
五
〇
〇
、
O
O
O
円

○
有
価
証
券
：
四
、
六
八
異
七
〇
〇
円

O
現
金
：
：
　
一
一
義
O
O
O
円

O
預
　
金
：
t
二
、
六
t
O
、
八
六
六
円

国保関係・農業共済各特別会計決算

会　　計　　別 歳入合計 歳出合計 差引残額

国保事業特別会計 90，603稠 88，668千円 1，935柄

国保施設特別会計 28，286 30，440 △2，154

農業共済事業特別会計 21，805 12，739 9，066

へき地出張診療所特別会計 3，588 4，504 △　916・

父繰入金

麟，葵

一合計2，150万7千円

建設事業費

16，‘326柵

　　（76．1勇

歳出

総務費＼
　　　ミ＼
、3，863柄
モ（18ρ勇）

磯
1，254㌍

（5．9多）

で
し
ょ
う
。
一
連
の
城
跡
開
発
事
業

の
、
そ
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
し
た
。

し
か
も
、
そ
の
完
成
ひ
ろ
う
の
席
に

上
野
氏
の
子
孫
が
参
列
す
る
と
い
う

み
ご
と
な
演
出
さ
え
添
え
ら
れ
て
い

た
の
で
す
。
　
（
写
真
が
展
望
台
）

　
上
野
清
氏
、
六
十
三
歳
、
山
形
県

米
沢
市
で
衣
料
問
屋
を
経
営
。
上
野

氏
は
、
主
家
の
上
杉
家
が
米
沢
に
移

合計2，144万3千円

節
黒
城
今
昔

　
四
十
年
か
ら
三
か
年
に
わ
た
る
観

光
道
路
の
開
削
に
始
ま
り
、
キ
ヤ
ン

プ
場
の
造
成
、
城
将
上
野
氏
の
碑
建

立
と
続
い
た
節
黒
城
跡
の
開
発
。
そ

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
本
年
の
展
望
台
建
設
事
業
だ
っ
た

広
報
ブ
存
1
了

封
さ
れ
て
か
ら
は
、
ち
ょ

う
ど
徳
川
家
に
お
け
る
大

久
保
彦
左
の
よ
う
な
存
在

だ
っ
た
と
か
。
先
月
二
十

五
日
の
完
成
ひ
ろ
う
の
際

は
、
慶
賛
法
要
と
式
典
の

間
に
碑
前
読
経
も
営
ま
れ

さ
ら
に
、
式
典
終
了
後
は

城
跡
か
ら
祝
賀
会
場
の
キ

ャ
ン
プ
場
ま
で
、
上
野
氏

を
か
ご
に
、
陣
が
さ
羽
織

は
か
ま
の
先
達
に
は
じ
ま

る
行
列
も
み
ら
れ
ま
し
た

　
上
野
清
氏
の
感
激
を
こ

め
た
歌
を
次
に
ひ
と
つ
。

　
い
に
し
え
の
面
影
し
の

ぶ
節
黒
の
お
城
の
あ
と
に

無
量
た
だ
ず
む
　
清
月

　
　
　
　
　
　
　
（
z
）
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『
小
さ
な
親
切
』
・
実
行
章

そ
れ
は
庶
民
賞
で
す

　
現
代
で
は
人
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て

い
た
ら
生
き
て
行
け
な
い
、
生
活
を
よ

く
す
る
こ
と
が
先
だ
、
と
か
い
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の

中
に
、
ひ
と
を
信
じ
、
ひ
と
を
愛
し
、

ひ
と
に
つ
く
す
精
神
を
と
り
も
ど
す
必

要
の
あ
る
こ
と
は
ど
な
た
も
感
じ
て
い

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
い
つ
で
も
、

ど
ん
な
場
合
で
も
、
自
分
が
他
人
に
心

の
中
で
求
め
て
い
る
こ
と
を
他
人
の
た

め
に
し
て
あ
げ
よ
う
と
心
が
け
れ
ぱ
社

会
は
必
ず
明
る
く
な
り
、
お
互
に
人
生

は
楽
し
い
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

自
分
も
ひ
と
に
親
切
に
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
が
、
ひ
と
に
も
そ
の
よ
う
な
気

持
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と

構烹、＾

↓
「
小
さ
な
親
切
で
実
行
章
を
受
け
た

人
」
の
掲
示
板
（
千
手
小
学
校
）

が
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
を
広
く
社
会

の
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て
育
て
て
ゆ
く
意

味
で
も
あ
り
ま
す
。

　
え
ら
い
学
者
と
か
芸
術
家
と
か
い
う

人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
賞
を
も
ら
い
ま

す
。
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
身
辺
に

い
て
、
さ
さ
や
か
な
自
分
の
つ
と
め
を

は
た
し
、
人
知
れ
ず
親
切
な
行
為
を
さ

れ
て
い
る
人
々
に
は
ど
ん
な
賞
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
人
々
に
み

ん
な
で
で
き
る
だ
け
の
敬
意
を
表
し
た

い
と
い
う
の
が
「
小
さ
な
親
切
」
運
動

の
趣
旨
で
あ
り
、
「
小
さ
な
親
切
」
実

行
章
は
、
い
わ
ぱ
庶
民
賞
と
で
も
い
う

も
の
で
す
。

最
近
、
実
行
章
を

　
　
　
　
受
け
た
人
た
ち

　
最
近
、
町
で
実
行
章
を
受
け
ら
れ
た

人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
千
手
小
学
校
三
年
高
橋
和
久
ほ
か
六

　
人
　
ま
い
子
を
駐
在
所
へ
連
れ
て
い
く
。

◎
千
手
　
丸
山
直
二
　
六
十
歳

㌧
学
童
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
道
ぱ

　
た
の
カ
ヤ
を
刈
り
取
る
ー

◎
千
手
小
学
校
三
年
柳
隆
文
ほ
か
三
人

　
ケ
ガ
を
し
た
友
だ
ち
に
肩
を
か
し
て

　
あ
げ
た
。

◎
千
手
　
吉
楽
ケ
サ
　
四
十
九
歳

　
県
道
の
大
石
を
か
た
づ
け
た
。

◎
千
手
　
丸
山
タ
ニ
　
六
十
二
歳

　
横
断
旗
の
整
理

　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
敬
称
略
）

　
町
の
青
少
協
で
は
四
年
前
か
ら
委
員

と
幹
事
の
全
員
が
加
入
し
、
こ
の
運
動

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ

ん
も
こ
の
運
動
に
加
入
し
、
ま
た
「
小

さ
な
親
切
」
の
実
行
者
を
推
薦
し
て
く

だ
さ
い
。

　
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
に
つ
い
て
は

社
会
教
育
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

青
色
申
告
の

　
　
　
　
　
　
勧
め

　
　
　
　
十
日
町
税
務
署

　
所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
分
で
自
分

の
所
得
金
額
と
税
額
と
を
計
算
し
て
申

告
し
納
税
す
る
、
申
告
納
税
制
度
を
と

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
申
告
納
税
制
度
が
円
滑
に
行
な

わ
れ
る
た
め
に
、
昭
和
二
十
五
年
に
青

色
申
告
制
度
が
設
け
ら
れ
て
か
ら
、
こ

と
し
で
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

の
間
、
い
ろ
い
ろ
と
普
及
育
成
に
努
め

た
結
果
、
青
色
申
告
を
さ
れ
る
か
た
は

年
々
増
加
し
、
こ
と
し
三
月
現
在
、
百

六
十
五
万
七
千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
営
業
所
得
者
に
つ
い
て

見
ま
す
と
、
六
〇
％
ゐ
か
た
が
青
色
申

告
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
、
、
さ

れ
て
お
ら
れ
な
い
か
た
に
、
ぜ
ひ
青
色

申
告
を
お
勧
め
し
ま
す
。

記
帳
は
商
工
会

　
　
　
　
等
で
指
．
導

　
青
色
申
告
を
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

年
の
三
月
十
五
日
ま
で
に
「
青
色
申
告

承
認
申
請
書
」
・
「
青
色
専
従
者
給
与

に
関
す
る
届
出
書
」
を
税
務
署
長
に
提

出
す
る
と
と
も
に
、
一
年
間
の
収
支
が

正
確
に
計
算
で
き
る
よ
う
に
一
定
の
帳

簿
を
備
え
、
こ
れ
に
、
毎
日
の
現
金
の

出
し
入
れ
や
売
り
上
げ
、
仕
入
れ
、
経

費
な
ど
を
正
確
に
記
帳
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
青
色
申
告
を
し
、
記
帳
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
数
多
く
の
特
典
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
税
務
署
で
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん
か

ら
青
色
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

専
門
の
係
員
を
置
い
て
ご
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
、
青
色
申
告
会
、

税
理
士
会
、
商
工
会
議
所
お
よ
び
商
工

会
で
も
、
記
帳
の
し
か
た
を
指
導
し
て

い
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
ヤ
ミ
酒
」

掃

（
十
日
町
税
務
署
）

　
酒
類
の
密
造
は
、
し
だ
い
に
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
な
お
、
山
間
部
に
み
ら

れ
る
清
酒
の
密
造
や
市
街
地
な
ど
で
の

ブ
ド
ー
酒
等
果
実
酒
の
密
造
は
、
一
部

で
は
習
慣
に
な
っ
て
跡
を
絶
た
な
い
よ

う
で
す
。

　
酒
類
の
密
造
が
、
健
康
に
、
ま
た
社

会
生
活
に
及
ぼ
す
悪
影
響
を
思
い
合
わ

せ
て
、
そ
の
｛
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
〔
中
学
生
標
語
募
集
作
品
〕

密
造
酒

　
　
心
と
か
ら
だ
の

　
　
　
　
　
　
　
痛
む
酒

納
税
メ
　
モ

今
月
は

　
固
定
資
産
税

　
　
　
第
四
期
分
の
納
期
で
す
。

　
固
定
資
産
税
は
、
一
月
一
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
土
地
や
家
屋
の
売

買
が
行
な
わ
れ
た
と
き
は
、
早
急

に
所
有
権
移
転
の
登
記
を
、
ま
た

家
屋
を
建
築
し
た
り
取
り
こ
わ
し

を
し
た
場
合
に
は
、
税
務
課
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

来
月
は
・
：
：
・

町
・
県
民
税

　
　
第
四
期
分
の
納
期
で
す
。

L
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写
生
画
で
美
し
い
と
感
じ
た
色
を
ど

ん
な
色
を
合
せ
て
そ
れ
を
表
現
す
る
か

を
工
夫
し
て
描
く
よ
う
に
、
句
作
も
感

銘
し
た
こ
と
を
ど
ん
な
表
現
で
そ
れ
を

感
じ
と
ら
せ
る
か
工
夫
し
て
み
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
周
囲
の
情
景
や
、
心
の

動
き
を
全
体
の
中
か
ら
感
じ
と
ら
せ
る

こ
と
で
言
い
過
ぎ
な
い
こ
と
が
肝
要
。




